
絵・文／大島都幾枝さん（大字本郷出身）

昼下がりの岸辺
（大字玉川地内）

散り落ちる間際の紅葉が、鮮やかに山肌を彩り、稲
を刈り取った後から出たひこばえが、田んぼ一面を
山吹色に染めている。
ここは玉川地内を流れる都幾川の岸辺「坪ノ内橋」
がかかっているあたり。散歩に人気の場所のようで
手ぶらで歩く近所の人、リュックを背負った遠方か
らと思しき人、犬を連れた人…
スケッチをしている 2 時間余りの間に、いろいろな
人が川沿いの道を行き交っていった。

ときがわ
    散歩 19

 【編集後記】　今月号は、起業についての特集です。「若者よ、起業も ありだ。」
というタイトル。積極的に学ぼうとする者は、誰でも「若者」なんです。そんな
気持ちで付けました。表紙は、ミニ起業家たちのお父さんである関根雅泰さんに、

「空で一番輝く太陽」を指差してもらいました。長く続けるのに必須の「小さく
ても、ナンバーワンを目指す」ランチェスター戦略の教えの一つにピッタリだと
思って。ミニ起業、興味深いですね。私がいつも切り売りしているものはプライ
ベート。切り「売り」なのに無料提供中。それなんて某パンのヒーロー？【保坂】




